
『Ｔ電力第47回中学生作文コンクール』において、2年のＳ・Ｒさんが佳作に選ばれました。 

『Ｍ学童展の平面の部』において、3年のＫ・Ｍさん、Ｎ・Ｉさん、Ｍ・Ａさんが佳作に入賞しました、 

『Ｍ地区小中学校書写展覧会』において、3年のＹ・Ａさんが特選に、3年のＨ・Ｒさん、2年のＫ・Ｊさ

ん、1年のＦ・Ｒさん、Ｙ・Ｓさん、Ｃ・Ｍさんが佳作に輝きました。 

『Ｙ県青少年読書感想文コンクール』において、1年のＯ・Ｋさんが入選となりました。 

新学校点描 
テストが終わり、年末が近づいてきま

した。3年生の学習量も上がってきてい

るとＡ先生が話してくれます。 

《Ｋ中学校》 

NO.13 R3．12.  1 

担当：校長 
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■11 月 18 日（木） 

町総務課のＨさんが、プロジェクト K の取材を兼ねて学校に来てくださいました。「校長先

生のたより読んで、時々涙ぐんでます。」と話してくれました。「あー保護者でなくても、こ

んな若者も読んでくれる人はいるんだなあ。」と感慨深い気持ちになります。 

「校長先生は、本読みますか？私は小説が好きなんですが、最近、読む時間が無く

て・・・。」と取材前のひとときにそんな話をしてくれます。校長室の窓辺に並んでいる本に

気づいたのかもしれません。柔らかい空気を作る取材前の掴みはＯＫです。 

「わたしは、この町出身で、まだ仕事に就いて七年目ですけど、若者がもっとがんばらない

とだめだと思うんです。未来のことは若者が一番関係あるんですから。」と、彼女の力強い話

からここに住む若者のエネルギーを誰からも邪魔されずに発揮してほしいなあと祈るような思

いになります。 

取材を終えて重そうなカメラを抱えて、階段を降りていく後姿に、無言の応援のエールを送

りました。 

■11 月 29 日（月） 

Ｈ新庄税務署長さんと税務署の方々をはじめ、協議会のＯ会長さん４名が来校し、3 年の

Ｋ・Ｓさんに税に関する作文コンクールの地区協議会会長賞を授与していただきました。   

Ｏ会長は以前務めた学校に相撲の屋根付きの土俵を寄付してくれたり、地区の地域の発展に

大いに力を入れてくださる大会長さんです。そんな会長さんは、ご自分が営む建設関係の人手

不足について語ります。 

「若者で建設業に就職する人が減ったんだよ。人手不足で大変だ。地元でがんばってくれる若

者がほしいなあ。」と今の現状を嘆いていました。 

 



思い出すのは今年の夏の出来事です。 

その日、わが家の冷蔵庫が壊れて、床がびしょびしょになっていました。温度が冷えずに、

冷蔵庫内の氷が全部溶けてしまったようです。まだ購入して 2 年も経っていないので、保証書

を片手に修理の依頼の電話をします。この修理会社は酒田にあるので、２，３日後にうかがい

ますと言われました。 

約束通り、修理業者が来てくれる日、酒田から二人の親子

がやってきました。なんでも、このメーカーの修理が出来る

人は、県内でこの修理店しかないのだそうです。 

さっそく、二人で冷蔵庫を引っ張り出して、回路計などで

故障箇所を探します。途中、「おい、あれ持ってこい！」

と、父親から息子に指示が出ます。息子は慣れたもので“あ

れ”だけでわかります。故障箇所は、小さな温度センサーの部品 1 個の故障でした。ものの３

０分で修理が終わります。丁寧に冷蔵庫を拭いて、ピカピカにして元の場所に戻して終了です。 

「保証期間内ですのでお金はかかりません。」と親方である父親がやさしい口調で話してく

れました。まだ 20 代前半の息子さんに「お父さんは腕がいいね」と言いました。 

「親父の口癖は、“お客さまからは、かかったお代はいただくけど、こっちで見つけて直し

たお金はどっからもいただかない”、なんです。」と困ったように、嬉しそうに教えてくれま

す。この若者は、父親の生きざまを見ながら、日々仕事を誇らしく感じているのです。 

永六輔の「職人」という本の中に、ある職人さんのつぶやきとして、「職業に貴賎はないと

思うけど、生き方には貴賎がありますねえ。」というのが出てきます。 

なんだか、この父親の背中を見ながら仕事に励む若者をみて、この一節を思い出したのです。 

 

「Ｏさん！調査すると意外にも今の中高生は地元で働きたい意識はあるんです。ただ、仕事の

内容がまだまだ昔のイメージの生徒も保護者もいます。プロジェクト K のとき、建設会社は、

250 万円のドローンを持ってきて操作させてくれましたし、地元のある企業は、奇跡の帰還と

言われた、あの“宇宙探査機はやぶさ”の部品を作っていました。どんな職種でも、若者のや

りがいある仕事はあるはずです。」と、生意気にも大会長さんに語ってしまいました。 

 

慎重に階段を降りながら、大場会長さんが「いい話聞いたよ。」と後姿が嬉しそうでした。 

きりとりせん  
 

ご意見・ご感想をお願いします。 

 

Shinyatk1616n@yahoo.co.jp 
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